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開催まで
か月あと2025

第79回国民スポーツ大会 デモンストレーションスポーツ スポーツチャンバラ競技大会　（5月25日開催）
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わたSHIGA輝く国スポ・障スポの競技種目でもある車いすバスケットボール。
そのバスケの魅力と共生社会をテーマにハートフル人権講演会が開催されました。

今月の主な内容
・35年目を迎えた「平和のいしずえ展」
・地域でつくる国スポ・障スポ
・2つの道路が開通
・栗東市公式LINEの便利機能



平
和
へ
の
願
い
を

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

問
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
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35
年
目
を
迎
え
た

栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
の
「
平
和
の
い
し
ず
え
展
」　

展示風景（2019年）

展示風景（2021年）

平
成
２
年
９
月
に
開
館
し
て
、
令
和
７
年
の
今
年
で
35
周

年
と
な
る
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
（
以
降
、
博
物
館
）
で

は
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の

展
覧
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
35
年
間
継
続

し
て
開
催
し
て
い
る
シ
リ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
戦
争
と
平
和

を
テ
ー
マ
と
し
た
「
平
和
の
い
し
ず
え
展
」
で
す
。

博
物
館
の
「
平
和
の
い
し
ず
え
展
」
は
、
昭
和
63
年
（
１

９
８
８
）
に
栗
東
町
が
行
っ
た
「
心
を
つ
な
ぐ
ふ
る
さ
と

栗
東
」
平
和
都
市
宣
言
を
受
け
、
町
役
場
の
複
数
の
部
署
が

参
加
・
実
施
し
た
「
平
和
の
い
し
ず
え
」
事
業
の
一
つ
と
し

て
、
平
成
３
年
（
１
９
９
１
）
８
月
に
初
め
て
取
り
組
ま
れ

ま
し
た
。
記
録
で
は
「
平
和
の
い
し
ず
え
展
」
は
展
覧
会
の

名
称
で
は
な
く
、
博
物
館
と
栗
東
町
立
図
書
館
が
実
施
し
た

平
和
に
関
す
る
映
画
会
や
講
演
会
、
展
覧
会
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
全
体
の
呼
称
で
、
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
の
表
題

は
「
戦
時
下
の
く
ら
し
」
で
し
た
。
こ
の
展
覧
会
は
博
物
館

で
13
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
先
立
ち
『
広
報
り
っ
と
う
』
で
「
あ
の
体
験
を
語

模
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
博
物
館
で
も
、
こ
の
２

回
目
の
参
加
か
ら
展
覧
会
の
名
称
を
「
平
和
の
い
し

ず
え
展
」
と
改
め
、
展
示
室
で
の
開
催
と
し
、
展
示

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
作
成
す
る
な
ど
、
展
覧
会
と
し
て

の
形
を
整
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
家
族

の
遺
品
や
戦
争
資
料
を
博
物
館
に
寄
贈
・
寄
託
し
た

い
と
い
う
所
蔵
者
の
申
し
出
が
増
え
、
博
物
館
と
し

て
本
格
的
に
戦
争
・
平
和
資
料
の
収
集
に
取
り
組
む

よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
も
夏
季
の
定
番
事
業
と
し
て
展
示
を
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
戦
争
遺
跡
の
見
学
会
や
戦
時

食
体
験
な
ど
の
記
念
企
画
を
開
催
す
る
な
ど
工
夫
と

試
み
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
博
物
館
で
も
最
長
の
シ

リ
ー
ズ
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
が
終
結

し
て
今
年
で
80
年
。日
本
や
世
界

の
状
況
は
刻
々
と
変
化
し
、「
平

和
」を
め
ぐ
る
人
び
と
の
意
識
も

多
様
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。博
物

館
で
は
、未
曽
有
の
苦
難
の
時
代

を
生
き
た
地
域
の
先
人
た
ち
の
思

い
を
現
代
に
つ
な
げ
る
機
会
と
し

て「
平
和
の
い
し
ず
え
展
」を
こ
れ

か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
育

て
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

り
つ
た
え
た
い
…
『
平
和

の
い
し
ず
え
展
』
、
体

験
作
文
・
展
示
資
料
を
募

集
」
と
い
う
見
出
し
の
記

事
で
戦
時
中
の
町
の
写
真
や
生
活
資
料
、
体
験
作
文

の
提
供
を
呼
び
か
け
、
集
ま
っ
た
資
料
を
中
心
に
展

示
を
構
成
し
ま
し
た
。
こ
の
時
に
募
集
し
た
戦
時
中

の
体
験
作
文
は
、
冊
子
『
戦
時
中
の
体
験
作
文
集
〜

あ
の
体
験
を
、
語
り
つ
た
え
た
い
〜
』
に
ま
と
め
ら

れ
、
「
平
和
の
い
し
ず
え
展
」
開
催
期
間
中
、
博
物

館
や
栗
東
町
立
図
書
館
へ
の
来
場
者
に
配
布
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
企
画
は
好
評
を
博
し
、
翌
平
成
４
年

（
１
９
９
２
）
の
「
平
和
の
い
し
ず
え
」
事
業
は
、

歴
史
民
俗
博
物
館
・
町
立
図
書
館
に
加
え
て
町
内
の

各
公
民
館
（
現
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
も
子
ど

も
向
け
映
画
会
や
平
和
を
描
く
子
ど
も
絵
画
教
室
、

大
阪
国
際
平
和
セ
ン
タ
ー
見
学
会
な
ど
を
企
画
、
規「心をつなぐふるさと栗東」平和都市宣言

｢

平
和
の
い
し
ず
え
２
０
２
５
・
戦

争
と
地
域
の
暮
ら
し
」

会
期 

８
月
31
日
㈰
ま
で

※
詳
細
は
「
お
知
ら
せ
版
」

　
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　
世
界
の
恒
久
平
和
は
、
人

類
共
通
の
願
い
で
あ
る
。
わ
た

く
し
た
ち
は
、「
心
を
つ
な
ぐ

ふ
る
さ
と
栗
東
」
の
豊
か
な
自

然
と
歴
史
・
文
化
遺
産
に
は

ぐ
く
ま
れ
、
日
々
平
和
な
生

活
を
享
受
し
て
い
る
。

　
こ
の
平
和
を
恒
久
の
も
の
と

す
る
た
め
、
世
界
唯
一
の
核
被

爆
国
の
国
民
と
し
て
、
全
世

界
の
人
々
に
被
爆
の
恐
ろ
し

さ
、
苦
し
み
を
訴
え
、
再
び

そ
の
惨
禍
を
繰
り
返
し
て
は
な

ら
な
い
。

　
栗
東
市
は
、
人
類
の
恒
久

平
和
を
実
現
す
る
た
め
、
我

が
国
の
基
本
方
針
で
あ
る
非

核
３
原
則
を
堅
持
し
、
核
兵

器
廃
絶
を
目
指
し
、
核
戦
争

防
止
を
強
く
訴
え
、こ
こ
に「
心

を
つ
な
ぐ
ふ
る
さ
と
栗
東
」
平

和
都
市
を
宣
言
す
る
。

（
昭
和
63
年
３
月
10
日
議
会
に

お
い
て
全
員
一
致
で
可
決
）

栗
東
町・栗
東
町
教
育
委
員
会
編

『
戦
時
中
の
体
験
作
文
集
〜
あ
の
体
験
を
、

語
り
つ
た
え
た
い
』（
１
９
９
１
年
）

戦
争
遺
跡
の
見
学
会

（
豊
川
海
軍
工
廠
）（
２
０
０
５
年
）

平
成
４
年
度「
平
和
の
い
し
ず
え
」

宣
伝
チ
ラ
シ
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト（
１
９
９
２
年
）

平
成
３
年
度「
平
和
の
い
し
ず
え
展
」

宣
伝
チ
ラ
シ
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト（
１
９
９
１
年
）

再
現
し
た
戦
時
食

「
農
村
栄
養
パ
ン
」

（
２
０
１
１
年
）

戦争遺跡調査
（金勝山中松脂採取樹の調査、栗東中学校生徒とともに）（2016年）
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栄
養
パ
ン
」

（
２
０
１
１
年
）

戦争遺跡調査
（金勝山中松脂採取樹の調査、栗東中学校生徒とともに）（2016年）
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９月13日㈯
９:10受付、16:00閉会式

日　時

栗東市民体育館
第一アリーナ

場　所

８月１日㈮～22日㈮
申込期間

※申込詳細はお知らせ版P5に掲載

問国スポ・障スポ推進課 ℡ ５５１-０６６１ ℻ ５５１-０１４９

栗
東
生
ま
れ
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

競
技
の
魅
力

ス
ロ
ー
イ
ン
グ
ビ
ン
ゴ
と
は
、25

個
の
的
に
向
か
っ
て
サ
ン
ド・レ
ッ
ド

と
い
う
砂
袋
を
投
げ
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
で
す
。

３
人
１
組
の
チ
ー
ム
戦
で
、プ
レ

イ
ヤ
ー
は
８
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
場
所

か
ら
砂
袋
を
投
げ
、縦・横・斜
め
、い

ず
れ
か
の
方
向
で
５
つ
の
マ
ス
に
揃

え
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、屋
内

で
も
屋
外
で
も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ

で
、平
成
10
年
に
栗
東
市
の
体
育
指

導
委
員
協
議
会
が
考
案
。平
成
17
年

に
ジ
ャ
パ
ン
ス
ロ
ー
イ
ン
グ
ビ
ン
ゴ

協
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

狙
っ
た
マ
ス
目
へ
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
勝
敗
を
分
け

ま
す
。

チ
ー
ム
内
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が

ら
、次
の
狙
い
目
を
確
認

し
、楽
し
く
勝
利
を
目
指

せ
ま
す
。

栗
東
高
等
学
校
美
術
科
の
協
力
で
、本
市
開
催
の
国
ス
ポ
正
式

競
技
で
あ
る
ゴ
ル
フ
競
技
と
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
用

イ
ラ
ス
ト
が
完
成
し
ま
し
た
。

国
際
情
報
高
等
学
校
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
系
列

の
協
力
で
製
作
さ
れ
た
テ
ィ
ー
マ
ー
カ
ー
は
、本

市
開
催
の
、ゴ
ル
フ
競
技
成
年
男
子
の
コ
ー
ス
で

使
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。競
技
観
戦
の
際
に
ご

覧
く
だ
さ
い
。

競
技
中
の
い
ろ
い
ろ
な
動
き
や
シ
ー
ン
が
見
ら
れ
る

よ
う
構
図
の
工
夫
を
し
ま
し
た
。ゴ
ル
フ
の
爽
や
か
な

印
象
を
伝
え
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

レ
ス
リ
ン
グ
の
迫
力
や
勢
い
が
伝
わ
る
絵
に
し
よ

う
と
思
い
、マ
ッ
ト
を
打
つ
腕
を
重
点
的
に
描
き
込

み
ま
し
た
。

筋
肉
の
表
現
が
難
し
く
、参
考
に
な
る
画
像
を
た

く
さ
ん
探
し
、観
察
し
な
が
ら
描
き
ま
し
た
。

美
し
い
立
方
体
に
仕
上
が
る
よ

う
、試
作
か
ら
修
正
を
重
ね
ま
し

た
。ロ
ゴ
の
加
工
も
、思
い
通
り
の

濃
淡
を
出
す
た
め
に
多
く
の
調
整

を
重
ね
て
こ
だ
わ
り
の
あ
る
仕
上

が
り
と
な
り
ま
し
た
！

栗東の国スポ・障スポ情報を
まとめた一冊です。 詳細はこちら

栗東での観戦をもっと楽しく！

栗東での観戦をもっと楽しく！栗東市
観戦ガイドブック

レスリング競技プログラム

ゴルフ競技の
ティーマーカー

ゴルフ競技プログラム

地域でつくる国スポ・障スポ

蜂
屋
佳
扇
会

国
ス
ポ
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ

ス
ロ
ー
イ
ン
グ
ビ
ン
ゴ
競
技
大
会ジャパンスローイングビンゴ協会

会長  大塚 政行 さん
おおつか まさゆき

滋
賀
県
立
栗
東
高
等
学
校

滋
賀
県
立
国
際
情
報
高
等
学
校

「
描
く
応
援
」で
競
技
を
支
え
る

ゴ
ル
フ
会
場
に

高
校
生
の
技
術
が
光
る

ふくやま ひとみ

（美術科３年生）
福山 眸さん

（美術科３年生）
加藤 未羽さん
かとう みう

（３年生）　写真左

ゆうややまもと

山元 祐弥さん
（３年生）　写真中

しょうたろうこやま

小山 翔太郎さん
（３年生）　写真右

ゆうとまつむら

松村 悠聖さん

国
ス
ポ
総
合
開
会
式

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
蜂
屋
佳
扇
会
の

８
人
が｢

滋
賀
県
江
州
音

頭
団
体
国
ス
ポ
チ
ー
ム｣

と
し
て
出
演
予
定
。

県
内
か
ら
集
ま
っ
た

約
60
人
で
構
成
さ
れ
た

チ
ー
ム
が
、約
７
分
間
の

踊
り
を
披
露
し
ま
す
。

江
州
音
頭
は
、昔
か

ら
夏
祭
り
や
小
学
校
な

ど
で
親
し
ま
れ
て
い
る

踊
り
で
す
。

出
場
さ
れ
る
選
手
の

皆
さ
ん
が
輝
く
国
ス
ポ

総
合
開
会
式
で
、私
た

ち
も
一
緒
に
楽
し
み
、輝

き
を
分
か
ち
合
え
る
こ

と
を
心
か
ら
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

は
ち

や

か

せ
ん
か
い

伝
統
の
江
州
音
頭
で

華
や
か
に
開
幕

たかだ

髙田 としよさん
蜂屋佳扇会

9月に控える国スポ・障スポ。
地域の皆さんの多岐にわたる協力の一部を紹介します。

参加チーム   募集！

国スポ　正式競技

国スポ　公開競技

国スポ　デモンストレーションスポーツ

障スポ　オープン競技

レスリング ９月29日㈪～10月２日㈭
ゴルフ ９月28日㈰～30日㈫

パワーリフティング
 9月20日㈯、21日㈰

スローイングビンゴ　９月13日㈯

卓球バレー 10月12日㈰

9月・１０月 開催日程

9月開催！

市内のダンス教室「キッズダンスS.D.C.」では、
市内だけでなく、近隣市町からも小中高生が通い、
レッスンしています。教室に通う約300人の子ども
たちが国スポ総合開会式・障スポ開会式のステー
ジに出演予定。大会の始まりを盛り上げます。

県外から来る人に、滋賀は
素敵だよと伝えたいです

観客の皆さんに笑顔に
なってもらいたいです

ダンス教室 キッズダンスS.D.C.

開会式をダンスで演出

ミラー アンジェリカさん 尾野 未怜さん

ⒸPhoto NAGANO

おの みれい
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９月13日㈯
９:10受付、16:00閉会式

日　時

栗東市民体育館
第一アリーナ

場　所

８月１日㈮～22日㈮
申込期間

※申込詳細はお知らせ版P5に掲載

問国スポ・障スポ推進課 ℡ ５５１-０６６１ ℻ ５５１-０１４９

栗
東
生
ま
れ
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

競
技
の
魅
力

ス
ロ
ー
イ
ン
グ
ビ
ン
ゴ
と
は
、25

個
の
的
に
向
か
っ
て
サ
ン
ド・レ
ッ
ド

と
い
う
砂
袋
を
投
げ
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
で
す
。

３
人
１
組
の
チ
ー
ム
戦
で
、プ
レ

イ
ヤ
ー
は
８
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
場
所

か
ら
砂
袋
を
投
げ
、縦・横・斜
め
、い

ず
れ
か
の
方
向
で
５
つ
の
マ
ス
に
揃

え
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、屋
内

で
も
屋
外
で
も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ

で
、平
成
10
年
に
栗
東
市
の
体
育
指

導
委
員
協
議
会
が
考
案
。平
成
17
年

に
ジ
ャ
パ
ン
ス
ロ
ー
イ
ン
グ
ビ
ン
ゴ

協
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

狙
っ
た
マ
ス
目
へ
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
勝
敗
を
分
け

ま
す
。

チ
ー
ム
内
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が

ら
、次
の
狙
い
目
を
確
認

し
、楽
し
く
勝
利
を
目
指

せ
ま
す
。

栗
東
高
等
学
校
美
術
科
の
協
力
で
、本
市
開
催
の
国
ス
ポ
正
式

競
技
で
あ
る
ゴ
ル
フ
競
技
と
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
用

イ
ラ
ス
ト
が
完
成
し
ま
し
た
。

国
際
情
報
高
等
学
校
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
系
列

の
協
力
で
製
作
さ
れ
た
テ
ィ
ー
マ
ー
カ
ー
は
、本

市
開
催
の
、ゴ
ル
フ
競
技
成
年
男
子
の
コ
ー
ス
で

使
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。競
技
観
戦
の
際
に
ご

覧
く
だ
さ
い
。

競
技
中
の
い
ろ
い
ろ
な
動
き
や
シ
ー
ン
が
見
ら
れ
る

よ
う
構
図
の
工
夫
を
し
ま
し
た
。ゴ
ル
フ
の
爽
や
か
な

印
象
を
伝
え
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

レ
ス
リ
ン
グ
の
迫
力
や
勢
い
が
伝
わ
る
絵
に
し
よ

う
と
思
い
、マ
ッ
ト
を
打
つ
腕
を
重
点
的
に
描
き
込

み
ま
し
た
。

筋
肉
の
表
現
が
難
し
く
、参
考
に
な
る
画
像
を
た

く
さ
ん
探
し
、観
察
し
な
が
ら
描
き
ま
し
た
。

美
し
い
立
方
体
に
仕
上
が
る
よ

う
、試
作
か
ら
修
正
を
重
ね
ま
し

た
。ロ
ゴ
の
加
工
も
、思
い
通
り
の

濃
淡
を
出
す
た
め
に
多
く
の
調
整

を
重
ね
て
こ
だ
わ
り
の
あ
る
仕
上

が
り
と
な
り
ま
し
た
！

栗東の国スポ・障スポ情報を
まとめた一冊です。 詳細はこちら

栗東での観戦をもっと楽しく！

栗東での観戦をもっと楽しく！栗東市
観戦ガイドブック

レスリング競技プログラム

ゴルフ競技の
ティーマーカー

ゴルフ競技プログラム

地域でつくる国スポ・障スポ

蜂
屋
佳
扇
会

国
ス
ポ
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ

ス
ロ
ー
イ
ン
グ
ビ
ン
ゴ
競
技
大
会ジャパンスローイングビンゴ協会

会長  大塚 政行 さん
おおつか まさゆき

滋
賀
県
立
栗
東
高
等
学
校

滋
賀
県
立
国
際
情
報
高
等
学
校

「
描
く
応
援
」で
競
技
を
支
え
る

ゴ
ル
フ
会
場
に

高
校
生
の
技
術
が
光
る

ふくやま ひとみ

（美術科３年生）
福山 眸さん

（美術科３年生）
加藤 未羽さん
かとう みう

（３年生）　写真左

ゆうややまもと

山元 祐弥さん
（３年生）　写真中

しょうたろうこやま

小山 翔太郎さん
（３年生）　写真右

ゆうとまつむら

松村 悠聖さん

国
ス
ポ
総
合
開
会
式

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
蜂
屋
佳
扇
会
の

８
人
が｢

滋
賀
県
江
州
音

頭
団
体
国
ス
ポ
チ
ー
ム｣

と
し
て
出
演
予
定
。

県
内
か
ら
集
ま
っ
た

約
60
人
で
構
成
さ
れ
た

チ
ー
ム
が
、約
７
分
間
の

踊
り
を
披
露
し
ま
す
。

江
州
音
頭
は
、昔
か

ら
夏
祭
り
や
小
学
校
な

ど
で
親
し
ま
れ
て
い
る

踊
り
で
す
。

出
場
さ
れ
る
選
手
の

皆
さ
ん
が
輝
く
国
ス
ポ

総
合
開
会
式
で
、私
た

ち
も
一
緒
に
楽
し
み
、輝

き
を
分
か
ち
合
え
る
こ

と
を
心
か
ら
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

は
ち

や

か

せ
ん
か
い

伝
統
の
江
州
音
頭
で

華
や
か
に
開
幕

たかだ

髙田 としよさん
蜂屋佳扇会

9月に控える国スポ・障スポ。
地域の皆さんの多岐にわたる協力の一部を紹介します。

参加チーム   募集！

国スポ　正式競技

国スポ　公開競技

国スポ　デモンストレーションスポーツ

障スポ　オープン競技

レスリング ９月29日㈪～10月２日㈭
ゴルフ ９月28日㈰～30日㈫

パワーリフティング
 9月20日㈯、21日㈰

スローイングビンゴ　９月13日㈯

卓球バレー 10月12日㈰

9月・１０月 開催日程

9月開催！

市内のダンス教室「キッズダンスS.D.C.」では、
市内だけでなく、近隣市町からも小中高生が通い、
レッスンしています。教室に通う約300人の子ども
たちが国スポ総合開会式・障スポ開会式のステー
ジに出演予定。大会の始まりを盛り上げます。

県外から来る人に、滋賀は
素敵だよと伝えたいです

観客の皆さんに笑顔に
なってもらいたいです

ダンス教室 キッズダンスS.D.C.

開会式をダンスで演出

ミラー アンジェリカさん 尾野 未怜さん

ⒸPhoto NAGANO

おの みれい
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つの道路が開通つの道路が開通
国道１号 栗東水口道路Ⅰ
主要地方道 大津能登川長浜線（馬場・上砥山工区）

この夏 ! もっと
便利に

もっと快適に

11

都市計画道路大門野尻線
（部分供用）22

22 !!
開通区間 ⚫国道１号　栗東水口道路Ⅰの本線

　延長０．９㎞（滋賀県栗東市小野～上砥山）
⚫（主）大津能登川長浜線（馬場・上砥山工区）
　延長２．０㎞（滋賀県栗東市上砥山～草津市山寺町）

開通日 ８月２３日㈯

■開通情報

■主な整備効果

交通混雑の緩和と地域活性化の支援
本線の全線開通後は交通転換による国道１号（現道）の交通渋
滞の緩和が期待されます。また、大津湖南・甲賀地域へのアク
セス性が向上し、地域経済の更なる活性化が期待されます。

■主な整備効果

交通混雑の緩和
開通により交通の分散、円滑化が図られます。

※開通時刻は、決定次第市ホームページ、LINE通知などで
　お知らせします

開通区間 （都）二町播磨田線から（都）勝部吉身線を結ぶ
 延長約０．5㎞区間

開通日 9月1日㈪  10：００

■開通情報

※栗東水口道路Ⅰの側道は、令和7年度中の供用を予定しています

※JR琵琶湖線を跨ぐ整備中区間は、令和８年度末の供用に向けて、
　整備を進めています
※通学路のため、通行時は注意してください

問合せ 道路・河川課　国・県事業対策室　℡551-0120　℻552-7000℡ ℻

問合せ 道路・河川課　℡551-0119　℻552-7000℡ ℻

だいもん のじり

かみとやまばんば

みなくち

小野ランプ名神高
速道路

川辺御園線

六地
蔵草
津線

石部草津線

◎
市役所

上砥山上鈎線

草津市 御園

北の山

栗東
駅

東海
道新
幹線

栗東
IC 栗東湖南 IC

山入

（主）大津能登川長浜線　栗東水口道路Ⅰ
（馬場・上砥山工区）
（主）大津能登川長浜線　栗東水口道路Ⅰ
（馬場・上砥山工区）

N

手原駅

1

1

8

1

栗東市

JR 草津線

山手
幹線

岡本町南

N

勝部高架西
焔魔堂町

焔魔堂町西

花園
霊仙寺

霊仙寺 5

古高町

大宝東小

大宝小

草津市 栗東市下鈎西

千代町

手原駅

栗東
駅

守山
駅

（都）大門野尻線（都）大門野尻線
（部分供用区間）（部分供用区間）
L＝500mL＝500m

（都）
L＝350m

大門野尻線（整備中）

1

文 文

東海
道新
幹線 国道

8号
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）勝
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町
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磨
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　温室効果ガスの排出抑制、再生可能エネルギーの積極的な活用を推進するため、太陽光発電システムや蓄電
池を個人の既存住宅に設置する人を対象に補助金を交付します。

対象要件
　滋賀県（公益財団法人淡海環境保全財団）が実施するスマート・ライフスタイル普及促進事業補助制度（以下

「財団補助金」）のうち、「基本対策推進事業」に該当する個人用の既存住宅に太陽光発電システムおよび家庭用
蓄電池を設置し、令和7年度の財団補助金の交付決定を受けていること。

補助内容
住宅用太陽光発電システム 15,000円/1kW（最大40,000円）
家庭用蓄電池   50,000円/1件

申請の受付 令和8年3月31日まで
※申込が予算枠（90万円）に達した時点で受付を終了

住宅用太陽光発電システム等設置補助

今年の夏もみんなで節電！
　夏は冷房の使用などにより電力需要が増える季節です。特に日中（9時から20時の間）は、家庭を含む全体の
電力需要が大きくなります。
　熱中症などに気をつけて健康に無理のない範囲で、できる限りの節電・省エネルギーに取り組みましょう。

節電と省エネへの一工夫
エアコン冷房編
◦室外機のまわりを整理整頓し、直射日光を避ける

日除けを作る
◦レースのカーテンやすだれなどで日差しをカット
◦エアコンの買い替えは省エネ性能の高い機種を

選ぶ
◦扇風機を併用。風が身体にあたると涼しく感じます
◦月に１回、フィルターを清掃する
◦外気温度31℃の時、エアコン（2.2kW）冷房設定

温度を27℃から1℃上げた場合（使用時間：9時間
／日）、月間で約2.5kWhの省エネ、約78円の節約

◦月に１回、フィルターを清掃することで、月間で約
2.7kWhの省エネ、約84円の節約

冷蔵庫編
◦「冷蔵庫」にものを詰め込みすぎない
◦反対に「冷凍庫」は詰め込んだ方が効率的
◦設定温度を適切にする

照明器具編
◦照明器具をLEDに取り替える

問環境政策課 環境政策係　TEL５５１-0336  ＦＡＸ５５1-0148

申請の方法、提出
に必要な書類など、
補助金に関する詳
細は、市ホームペー
ジに掲載

◦設定温度を「強」から「中」にした場合（周囲温度
22℃）、月間で約5.1kWhの省エネ、約159円の節約

◦68Wの蛍光灯器具から34WのLED照明器具
に交換した場合、月間で約5.7kWhの省エネ、約
177円の節約

出典：経済産業省 資源エネルギー庁　省エネポータルサイト

つの道路が開通つの道路が開通
国道１号 栗東水口道路Ⅰ
主要地方道 大津能登川長浜線（馬場・上砥山工区）

この夏 ! もっと
便利に

もっと快適に

11

都市計画道路大門野尻線
（部分供用）22

22 !!
開通区間 ⚫国道１号　栗東水口道路Ⅰの本線

　延長０．９㎞（滋賀県栗東市小野～上砥山）
⚫（主）大津能登川長浜線（馬場・上砥山工区）
　延長２．０㎞（滋賀県栗東市上砥山～草津市山寺町）

開通日 ８月２３日㈯

■開通情報

■主な整備効果

交通混雑の緩和と地域活性化の支援
本線の全線開通後は交通転換による国道１号（現道）の交通渋
滞の緩和が期待されます。また、大津湖南・甲賀地域へのアク
セス性が向上し、地域経済の更なる活性化が期待されます。

■主な整備効果

交通混雑の緩和
開通により交通の分散、円滑化が図られます。

※開通時刻は、決定次第市ホームページ、LINE通知などで
　お知らせします

開通区間 （都）二町播磨田線から（都）勝部吉身線を結ぶ
 延長約０．5㎞区間

開通日 9月1日㈪  10：００

■開通情報

※栗東水口道路Ⅰの側道は、令和7年度中の供用を予定しています

※JR琵琶湖線を跨ぐ整備中区間は、令和８年度末の供用に向けて、
　整備を進めています
※通学路のため、通行時は注意してください

問合せ 道路・河川課　国・県事業対策室　℡551-0120　℻552-7000℡ ℻

問合せ 道路・河川課　℡551-0119　℻552-7000℡ ℻

だいもん のじり

かみとやまばんば

みなくち

小野ランプ名神高
速道路

川辺御園線

六地
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石部草津線
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（主）大津能登川長浜線　栗東水口道路Ⅰ
（馬場・上砥山工区）
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N
T
T
西
日
本
株
式
会
社

「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
連
携
に
関
す
る
協

定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

災
害
時
に
お
け
る
道
路
啓
開
作
業
、N
T
T
柱

と
N
T
T
配
線
の
復
旧
作
業
が
安
全
か
つ
迅
速

に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一般
社
団
法
人
滋
賀
県
産
業
資
源
循
環
協
会

「
災
害
廃
棄
物
の
処
理
等
に
関
す
る
協
定
」を

締
結
し
ま
し
た
。

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
で
対
応
が
困
難
な
地

震
、風
水
害
の
大
規
模
災
害
時
に
発
生
す
る
災
害

廃
棄
物
の
円
滑
な
廃
棄
で
、早
期
の
復
旧・復
興

に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

災
害
時
応
援
協
定
を
締
結

問
危
機
管
理
課

ＴＥＬ
５
５
１︲０
１
０
９ 

ＦＡＸ
5
１
８︲９
８
３
３

問
環
境
政
策
課　
生
活
環
境
係

ＴＥＬ
５
５
１︲０
３
４
１ 

ＦＡＸ
５
５
１︲０
１
４
８
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夏
場
は
気
温
が
非
常
に
高
く
、食
品
の

腐
敗・変
敗
や
食
中
毒
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
、全
国
的
に
食
中
毒

事
故
の
防
止
や
食
品
に
関
す
る
衛
生
管

理
に
つ
い
て
の
普
及・啓
発
を
推
進
す
る

た
め
、8
月
の
1
か
月
間
を「
食
品
衛
生

月
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

『
食
中
毒
予
防
3
原
則
』で
食
中
毒
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

1
．食
中
毒
菌
を「
つ
け
な
い
」

食
事
・
調
理
の
前
、生
の

肉
や
魚
を
触
っ
た
後
な
ど
、

こ
ま
め
に
石
け
ん
で
手
洗

い
を

2
．食
中
毒
菌
を「
ふ
や
さ
な
い
」

調
理
し
た
食
品
は
す
ぐ
に
食
べ
る

調
理
後
の
食
品
を

保
存
す
る
と
き
は
小

分
け
に
す
る
な
ど
し

て
素
早
く
冷
ま
し
、粗

熱
を
と
っ
て
か
ら
冷
蔵

庫
に

3
．食
中
毒
菌
を「
や
っ
つ
け
る
」

肉
や
魚
な
ど
の
加
熱
し
て

食
べ
る
食
材
は
、中
心
部
ま

で
十
分
に
加
熱
を

8
月
は
食
品
衛
生
月
間
で
す

　
結
核
は
薬
を
飲
め
ば
完
治
す
る
病
気
で

す
。自
身
の
健
康
を
守
り
、家
族
や
友
人
な

ど
へ
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
早
期
発
見
、早

期
治
療
が
重
要
で
す
。年
に一度
、結
核
検
診

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

結
核
と
は

　
結
核
菌
の
混
ざ
っ
た
咳
や
く
し
ゃ
み
を
吸

い
込
む
こ
と
で
主
に
肺
へ
感
染
し
ま
す
。肺

に
感
染
す
る
と
炎
症
を
起
こ
し
２
週
間
以

上
続
く
、咳
、痰
、微
熱
、倦
怠
感
な
ど
の
自

覚
症
状
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、中
に
は
自

覚
症
状
が
な
く
、数
年
～
数
十
年
後
、加
齢

や
低
栄
養
な
ど
で
免
疫
力
が
低
下
し
た
時

に
発
症
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

滋
賀
県・栗
東
市
の
結
核
の
り
患
状
況
は
？　
　

　
結
核
は
、り
患
率
注
１

10
．0
が
、ま
ん
延
の

水
準
で
す
。2
0
2
3
年（
令
和
５
年
度
）、

日
本
全
体
で
は
８
．２
の
と
こ
ろ
、栗
東
市
は

２
．８
で
し
た
。ま
ん
延
の
水
準
は
下
回
っ
て

い
ま
す
が
、今
で
も
県
内
で
は
新
し
い
患
者

が
発
生
し
て
い
ま
す
。注
２

注 

1　
結
核
の
新
登
録
患
者
と
再
発
者
を

人
口
10
万
人
あ
た
り
で
推
計
し
た
割
合

注 

2　
「【
南
部
健
康
福
祉
事
務
所（
草
津
保

健
所
）】令
和
5
年
度
事
業
年
報
」よ
り

結
核
検
診
の
受
け
方

◦ 

医
療
機
関
で
受
け
る
結
核
検
診

　
対
象
者　
65
歳
以
上

　
受
診
料　
無
料

　
　
→
医
療
機
関
へ
予
約

◦ 

集
団
検
診
で
受
け
る
肺
が
ん・結
核
検
診

　
対
象
者　
40
歳
以
上

　
受
診
料　
7
0
0
円（
70
歳
以
上
は
無
料
）

　
　
→
健
康
増
進
課
へ
予
約　

◦ 

医
療
機
関
で
受
け
る
肺
が
ん・結
核
検
診

　
対
象
者　
40
歳
以
上

　
受
診
料　
7
0
0
円（
70
歳
以
上
は
無
料
）　　

　
　

→
済
生
会
滋
賀
県
病
院
、

　
　
　
近
江
草
津
徳
洲
会
病
院
へ
予
約

※ 

実
施
医
療
機
関
や
集
団
検
診
の
日
程
は

「
健
康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
」（
広
報
り
っ

と
う
4
月
号
に
折
込
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
）に
記
載

※
自
覚
症
状
の
あ
る
人
は
市
の「
結
核
検

診
」は
対
象
外
で
す
。２
週
間
以
上
、咳
、

痰
、微
熱
、倦
怠
感
が
続
く
場
合
は
医
療

機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い

問
健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
推
進
係

ＴＥＬ
5
5
4︲6
1
0
0

ＦＡＸ
5
5
4︲6
1
0
1

問
健
康
増
進
課 
健
康
づ
く
り
推
進
係

ＴＥＬ
5
5
4︲6
1
0
0

ＦＡＸ
5
5
4︲6
1
0
1

道
路
沿
い
の
土
地
か
ら
樹
木
な
ど
が

道
路
上
に
張
り
出
し
て
い
る
と
歩
行
者

や
車
両
の
通
行
の
支
障
と
な
る
だ
け
で
な

く
、視
界
を
さ
え
ぎ
り
、事
故
の
原
因
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

樹
木
の
所
有
権
は
土
地
所
有
者
に
あ

る
た
め
、私
有
地
の
樹
木
は
倒
木
な
ど
の

緊
急
時
を
除
き
、市
で
切
除
す
る
こ
と
は

原
則
で
き
ま
せ
ん
。

道
路
で
の
事
故
防
止・安
全
確
保
の
た

め
、沿
道
の
所
有
地
に
お
け
る
樹
木
な
ど

の
管
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
私
有
地
か
ら
道
路
上
に
は
み
出
し
た
樹

木
な
ど
が
原
因
で
事
故
が
発
生
し
た
場

合
、所
有
者
が
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す

道
路
上
に
張
り
出
し
て
い
る

樹
木
な
ど
の
せ
ん
定・伐
採

に
つ
い
て

問
土
木
交
通
課 

管
理・用
地
係

　
ＴＥＬ
5
５
１︲０
２
９
２

ＦＡＸ
5
5
2︲７
０
０
０

集団検診で
受ける肺がん・

結核検診

結
核
検
診（
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
）を
受
け
ま
し
ょ
う

医療機関で
受ける結核検診、
肺がん・結核検診
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空
家
等
現
況
調
査

近
年
、全
国
的
な
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
な
ど
で
、空
き
家
が
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。本
市
で
も
将
来
的
に
は
人
口
減
少
に
転

じ
る
と
予
想
さ
れ
、今
後
も
、空
き
家
が
増
加

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、本
市
で
は
早
期
に
空

き
家
の
所
在
や
管
理
状
態
な
ど
を
把
握
し
対

策
す
る
た
め
、３
年
毎
に
空
家
等
現
況
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。本
年
度
が
そ
の
実
施

年
度
で
、９
月
に
調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、今
後
の
空
き
家
対
策
を
進

め
る
上
で
の
基
礎
資
料
と
す
る
も
の
で
す
。

本
調
査
の
結
果
を
も
と
に
、本
市
の
空
き

家
対
策
に
お
け
る
課
題
分
析
を
行
い
、空
き

家
の
所
有
者
に
対
す
る
適
正
管
理
の
啓
発
や

利
活
用
の
意
向
確
認
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

こ
の
調
査
を
円
滑
に
進
め
て
い
く
た
め

に
、自
治
会
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

空
き
家
を
放
置
す
る
と

空
き
家
を
放
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、瓦
や

外
壁
の
飛
散
に
よ
る
通
行
人
へ
の
損
害
、草

木
の
繁
茂
に
よ
る
害
虫
の
発
生
、ゴ
ミ
の
不

法
投
棄
な
ど
、周
辺
へ
悪
影
響
を
与
え
、近

隣
へ
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
。

建
物
の
各
箇
所
に
破
損
が
な
い
か
、草
木

が
繁
茂
し
て
な
い
か
な
ど
、定
期
的
な
点
検

を
行
い
、老
朽
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
補
修

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

空
き
家
の
現
況
調
査
を
実
施
し
ま
す

問
住
宅
課 

住
宅
係

　
ＴＥＬ
５
５
１︲０
３
４
７ 

ＦＡＸ
５
５
２︲７
０
０
０

問
税
務
課 

資
産
税
係

　
ＴＥＬ
５
５
１︲０
１
０
５ 

ＦＡＸ
５
５
１︲２
０
１
０

固
定
資
産
税
は
、賦
課
期
日（
１
月
１

日
）現
在
の
土
地・家
屋・償
却
資
産
の
所

有
者
に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。適
正
な

課
税
の
た
め
、次
の
場
合
は
忘
れ
ず
に
届

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

所
有
者
が
死
亡
し
た
場
合

土
地・建
物
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
場

合
は
、「
相
続
人
代
表
者
指
定
届
出
書
兼

固
定
資
産
現
所
有
者
申
告
書
」を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。ま
た
、大
津
地
方
法
務
局

で
所
有
権
移
転
登
記（
相
続
登
記
）の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

建
物
を
新
築（
増
築
）・取
り
壊
し
た
場
合

未
登
記
建
物
を
新
築（
増
築
）さ
れ
た

場
合
は
家
屋
調
査
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。取

り
壊
し
の
場
合
は
、「
家
屋（
建
物
）取
り

壊
し
届
出
書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

不
動
産
登
記
さ
れ
た
建
物
を
取
り
壊

し
た
場
合
は
、大
津
地
方
法
務
局
で
建
物

滅
失
登
記
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

未
登
記
建
物
の
所
有
者
を
変
更
し
た
場
合

売
買
・
相
続
な
ど
に
よ
り
、未
登
記
建

物
の
所
有
者
が
変
更
に
な
っ
た
と
き
は
、

「
所
有
権
移
転
申
立
書
」を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
に
関
す
る
届
出
を

お
忘
れ
な
く

詳
細
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載

外壁
落下

景観
悪化

草木
繁茂

倒壊

害虫
発生

不法
侵入

275戸

348戸
403戸

本市の空家数の推移

H28調査 R1調査 R4調査

空
き
家
を
放
置
し
な
い
た
め
に

実
家
や
自
宅
を
将
来
放
置
し
な
い

た
め
に
は
親
族
で
の
話
し
合
い
が
大

切
で
す
。空
き
家

に
な
っ
た
場
合
に

ど
う
す
る
の
か
、

親
族
の
間
で
方

針
を
決
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

相
続
の
ト
ラ

ブ
ル
を
避
け
る

た
め
に
、遺
言
書

を
作
る
こ
と
も

有
効
で
す
。

 

ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
た
め
に

相
続
に
よ
り
家
屋
を
取
得
し
た
、

転
居
に
よ
り
空
き
家
と
な
っ
た
場
合

は
、ご
近
所
や
自
治
会
に
、緊
急
時

用
の
連
絡
先
を
伝
え
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

ご
近
所
に
伝
え
て

お
く
こ
と
で
、家
の

様
子
を
気
に
か
け

て
く
れ
た
り
、何
か

あ
っ
た
と
き
、連
絡

し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
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※詳細は、
　市ホームページ
　に掲載

　森林環境学習「やまのこ」は、滋賀県の事業として、平成19年度か
ら県内全ての小学4年生を対象に行われています。
　「やまのこ」をとおして、森林への興味や関心、親しみをもたせ、そ
の働きや重要性についての学習を行っています。

　今年度、山の斜面をロープを伝って登り降りできる体験スポット
「ぼうけん坂」と「ひみつきち坂」の２か所が新たに誕生。
　森林散策コースでは、計７か所のロープ坂を楽しみながら体験する
ことができます。

森林散策コースに新たなロープ坂が誕生！

▲ぼうけん坂 ▲焼杉キーラックづくり
▲丸太切り体験▲ひみつきち坂

　「やまのこ」は、当日の体験活動だけではなく、事前学習と事後学習にも力を入れて取り組んでいます。
　事後学習では、「やまのこ」で学んだことを、一人一人がタブレットでスライドなどを作成して３年生や
保護者に向けて発表しました。
　また、新たな取り組みとして、「やまのこ」で体験したことを詩や短歌などに表現した言葉から『やまの
この歌』の歌詞づくりを行っています。
　昨年度には葉山小学校の 4年生が初めて「やまのこの歌」を完成させました。
　今後は他校でも事後学習の一環として、『やまのこの歌』の歌詞づくりの取組が広がり、各校オリジナル
の歌詞で、子どもたちが思い出の曲として歌ってくれることを期待しています。

歌詞づく
りに

挑戦！歌詞づく
りに

挑戦！ 事後学習で『やまのこの歌』

聞
こ
え
て
く
る
よ
　
　
　

森
が
　
遊
ぼ
う
と

声
を
　
さ
が
そ
う
　

森
の
　
中
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リ
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の
エ
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フ
ラ
イ

ヤ
マ
モ
モ
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新
た
な
　
出
会
い
が
　
ま
っ
て
い
る

こ
ん
ぜ
山
に「
お
っ
　
は
っ
　
よ
っ 

！
」

み
ん
な
で
切
っ
た
ヒ
ノ
キ
の
木

オ
ー
エ
ス
　
オ
ー
エ
ス
　
ひ
っ
ぱ
っ
た

力
合
わ
せ
て
　
助
け
合
い

山
の
み
り
ょ
く
を
　
ま
ん
き
つ
だ

聞
こ
え
て
く
る
よ

森
が
　
遊
ぼ
う
と

声
を
　
さ
が
そ
う
　

森
の
　
中
ふ
か
く

共
に
す
ご
し
た
　

二
日
間

心
の
中
に
　
小
さ
な
　

成
長
を
　
感
じ
た
よ

わ
す
れ
な
い
　
あ
の
日
の

思
い
出
　
ぜ
っ
た
い

す
べ
て
の
　
出
会
い
に
　
感
謝
し
て

こ
ん
ぜ
山
に「
あ
　
り
　
が
　
と
　
！
」

や
ま
の
こ
の
歌

 

　
作
詞
　
葉
山
小
学
校
４
年
生
（
２
０
２
４
）

　 

作
曲
　
木
村 

拓
登
（
高
校
３
年
生
）

他にもこんな
体験ができるよ

山の魅力を満喫！
「森林散策」で「森林散策」で

こころと五感で
学ぶ自然体験

問学校教育課　℡551-0130 ℻５５1-0149
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本市で保育の仕事をしたいと考えている人の就職のきっかけとなるよう「りっとうde保育のお
しごとフェア2025 Part2」を実施します。

市内の認可保育所・認定こども園などが集まって、園の魅力を紹介します。
ブランクがある人も、保育の仕事に興味がある人も、ぜひ気軽にご参加ください。

● 保育士資格や幼稚園教諭免許を取得したけれど、就職を迷っている…　
● 少しブランクがある…
● 保育の仕事に関心がある…　
● 求人情報が知りたい…　
● どんな働き方があるのか知りたい…
● 子どもの入園に合わせて働きたい…　など

市内認可園の求人情報、市内認可園入所優遇制度（保育士）などを紹介します。
調理師、看護師、保育補助などの相談もできます！！

人材バンクへの登録もできます!!

問幼児課　TEL５５1-0424 ＦＡＸ5５1-0149

日 時  ８月3０日㈯13:00～１５:00

場 所  栗東芸術文化会館さきら　小ホール

対 象 者  市内の園で就職を考えている学生、
  保育士・幼稚園教諭、看護師、調理師、
  保育補助者など
参 加 費  無料

申 込  不要

託児あり  一人遊びができる子ども
  （事前にお申し込みください）

日 時  毎月　第1•第3金曜日（閉庁日を除く）

場 所  栗東市役所（３階）　幼児課
※申込み不要です。都合の良い時間帯にお越しください

りっとうde保育の
おしごとフェア2025 

りっとうde保育の
おしごと相談会

Part2

お気軽に

ご相談
ください!!

人材バンク登録



　森林環境学習「やまのこ」は、滋賀県の事業として、平成19年度か
ら県内全ての小学4年生を対象に行われています。
　「やまのこ」をとおして、森林への興味や関心、親しみをもたせ、そ
の働きや重要性についての学習を行っています。

　今年度、山の斜面をロープを伝って登り降りできる体験スポット
「ぼうけん坂」と「ひみつきち坂」の２か所が新たに誕生。
　森林散策コースでは、計７か所のロープ坂を楽しみながら体験する
ことができます。

森林散策コースに新たなロープ坂が誕生！

▲ぼうけん坂 ▲焼杉キーラックづくり
▲丸太切り体験▲ひみつきち坂

　「やまのこ」は、当日の体験活動だけではなく、事前学習と事後学習にも力を入れて取り組んでいます。
　事後学習では、「やまのこ」で学んだことを、一人一人がタブレットでスライドなどを作成して３年生や
保護者に向けて発表しました。
　また、新たな取り組みとして、「やまのこ」で体験したことを詩や短歌などに表現した言葉から『やまの
この歌』の歌詞づくりを行っています。
　昨年度には葉山小学校の 4年生が初めて「やまのこの歌」を完成させました。
　今後は他校でも事後学習の一環として、『やまのこの歌』の歌詞づくりの取組が広がり、各校オリジナル
の歌詞で、子どもたちが思い出の曲として歌ってくれることを期待しています。
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に
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作
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学
校
４
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（
２
０
２
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作
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木
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拓
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他にもこんな
体験ができるよ

山の魅力を満喫！
「森林散策」で「森林散策」で

こころと五感で
学ぶ自然体験

問学校教育課　℡551-0130 ℻５５1-0149
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所要時
間 約 1

分！／
＼

問シティプロモーション推進課　℡551-0641 ℻５５４-1123

昨年開設した栗東市公式 LINE が、市民の皆さんにとって
「使いやすく」「便利」なアカウントであり続けるため、満足度アンケートを実施します。

　あな
たの声をお聞かせください！

栗東市公式 LINE
満足度アンケート

市公式 LINE アカウント友だち登録者

●市公式アカウントで 8月 1日に
　配信するアンケートのお知らせから回答
●メインメニューから回答
※友だち登録が必要です

栗東市 LINE アカウントは、市からのお知らせや防災情報を
お届けするだけでなく、皆さんの日常生活をより便利にする
ための機能が満載です。

栗東市公式

対　象

回答方法

登録方法

特におすすめしたいのが、「通報システム」。市内の道路や
公園で損傷や不具合を見つけた際、公式 LINE をとおして簡
単に報告できるサービスです。市職員が現地確認を行い、
必要に応じて補修をすることができます。

●LINE アプリ内で「栗東市」または「＠rittocity」で検索
●上記二次元コードを読み取って登録

気軽に通報できるサービス

道路の異変を発見 LINE で報告

早期の発見で
事故の予防
ができる！

欲しい情報、すぐ届く！

LINE
メニューから簡単検索！

「くらしメニュー」では「ごみ」「子育て」「バス」といった
情報がすぐに確認できます。
「ごみの日アラート」を希望すると、家庭ごみの収集日を前
日にお知らせ。ごみの出し忘れを防げます。

実施期間 :8月1日㈮～ 24日㈰まで
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所要時
間 約 1

分！／
＼

問シティプロモーション推進課　℡551-0641 ℻５５４-1123

昨年開設した栗東市公式 LINE が、市民の皆さんにとって
「使いやすく」「便利」なアカウントであり続けるため、満足度アンケートを実施します。

　あな
たの声をお聞かせください！

栗東市公式 LINE
満足度アンケート

市公式 LINE アカウント友だち登録者

●市公式アカウントで 8月 1日に
　配信するアンケートのお知らせから回答
●メインメニューから回答
※友だち登録が必要です

栗東市 LINE アカウントは、市からのお知らせや防災情報を
お届けするだけでなく、皆さんの日常生活をより便利にする
ための機能が満載です。

栗東市公式

対　象

回答方法

登録方法

特におすすめしたいのが、「通報システム」。市内の道路や
公園で損傷や不具合を見つけた際、公式 LINE をとおして簡
単に報告できるサービスです。市職員が現地確認を行い、
必要に応じて補修をすることができます。

●LINE アプリ内で「栗東市」または「＠rittocity」で検索
●上記二次元コードを読み取って登録

気軽に通報できるサービス

道路の異変を発見 LINE で報告

早期の発見で
事故の予防
ができる！

欲しい情報、すぐ届く！

LINE
メニューから簡単検索！

「くらしメニュー」では「ごみ」「子育て」「バス」といった
情報がすぐに確認できます。
「ごみの日アラート」を希望すると、家庭ごみの収集日を前
日にお知らせ。ごみの出し忘れを防げます。

実施期間 :8月1日㈮～ 24日㈰まで

本校では、今年度も読書をとおして
子どもたちの学びを深めています。読
書をすることにより気持ちが落ち着
くだけでなく、知識や教養の習得、語
彙力と読解力・想像力と思考力・集中
力と記憶力の向上など、さまざまな力
を養うことができます。ストレスの解

消、コミュニケーション能力の向上、自己肯定感の向上、さらに
は人生を豊かにする効果があり、読書は学習面だけでなく、生
きていく上での大切なことを学ばせてくれます。

本校の子どもたちは、とても優しく素直である一方で、自分の
思いや考えをうまく表現できずにいることがあります。そこで、
今年度は校内研究を「言葉を大切にし、自分の考えを豊かに表
現する子を育てる」とし、豊かな文章表現に触れることで、自分
の思いや考えを表現できる語彙力の育成を目指しています。表
現方法の一つである「書くこと」によって、豊かに自分の思いや
考えを表現できる力を向上させることにも力を入れています。

表現できる力を育むと、日常生活で
相手に気持ちを伝えることができるよ
うになり、仲間づくりがより楽しくなる
と考えています。今後も読書活動に力
を入れ、子どもたちの豊かな感性と表
現力を育んでいきます。

栗東っ子Next! 
78 読書を通して

治田小学校

問学校教育課　TEL551-0130 ＦＡＸ 551-0149

草津警察署安全伝言板

※天災その他の不可抗力により、試験の
日時、場所等を変更する可能性がありま
す。これらの緊急連絡は滋賀県警察の
ホームページに掲載しますので、最新の
情報を確認するようにしてください

第２回滋賀県警察官募集
第一次試験日：９月21日㈰

 ◆受験資格
警察官Ａ
平成２（1990）年４月２日以降に生まれた人
で、大学を卒業または令和８年３月31日まで
に卒業する見込みの人
警察官Ｂ　
平成２(1990)年４月２日から平成20(2008)
年４月１日までに生まれた人、上記警察官Ａ区
分の学歴に該当しない人

 ◆申込受付期間
８月１日㈮９時から９月１日㈪17時まで

 ◆申込み方法
インターネット（県警ホームページ「しがネット受付」）

問滋賀県警察本部 警務課採用係
　TEL522-1231（代表）
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優秀賞　違っていい　一人ひとりが　主人公

問
ス
ポ
ー
ツ・文
化
振
興
課

　
ＴＥＬ
5
5
1︲0
1
3
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ＦＡＸ
５
５
1︲0
1
4
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躍
動
す
る
古
代
豪
族

213

地
で
多
く
の
古
墳
が
造
ら
れ
た
こ
と
か
ら
古
墳
時
代

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

古
墳
時
代
、
野
洲
川
左
岸
の
微
高
地
に
は
高
野
遺

跡
（
高
野
・
大
橋
）、
岩い
わ

畑は
た

遺
跡
（
高
野
・
林
）、
辻

遺
跡
（
辻
）、
出
庭
遺
跡
（
出
庭
）
な
ど
で
、
竪た
て
あ
な穴

住
居
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
大
集
落
が
展
開
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
集
落
に
い
た
人
々
は
盛
ん
な
物
流
を

背
景
に
資
源
を
入
手
し
玉
作
や
鍛か

じ冶
な
ど
を
行
う
ほ

か
、
交
流
は
朝
鮮
半
島
に
及
ん
だ
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。

古
墳
は
豪
族
の
お
墓
で
、
４
世
紀
に
は
帆
立
貝
形

古
墳
の
亀
塚
古
墳
（
出
庭
）
が
造
ら
れ
、
三さ
ん
か
く角
縁ぶ
ち

神し
ん

獣じ
ゅ
う

鏡き
ょ
う

を
副
葬
し
て
い
ま
す
。
５
世
紀
に
は
安
養
寺
山

の
麓
に
新し
ん
が
い開
古
墳
群
（
安
養
寺
）
な
ど
が
造
ら
れ
、

甲
冑
・
馬
具
を
は
じ
め
と
し
た
豊
富
な
鉄
製
品
な
ど

を
副
葬
す
る
ほ
か
、
円
筒
埴
輪
や
船
形
埴
輪
な
ど
を

並
べ
て
い
ま
し
た
。
丘
陵
端
部
に
造
ら
れ
た
椿
山
古

墳
（
安
養
寺
）
は
、
古
墳
時
代
中
期
（
５
世
紀
）
で

は
近
江
最
大
の
古
墳
で
、
周
濠
か
ら
は
日
本
最
大
級

の
笠か
さ
が
た形
木
製
品
（「
木
の
埴
輪
」）
が
出
土
し
て
い
ま

す
。
そ
の
背
景
に
は
豊
富
な
森
林
資
源
の
把
握
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、金
勝
川
左
岸
に
は
下
戸
山
古
墳
（
下
戸
山
）、

地
山
古
墳
（
岡
）
な
ど
の
首
長
墓
が
造
ら
れ
る
ほ
か
、

小
槻
大
社
境
内
（
下
戸
山
）
に
も
古
墳
群
が
見
ら
れ

ま
す
。

古
墳
時
代
後
期
（
６
～
７
世
紀
）
に
は
安
養
寺
山

の
麓
に
和
田
古
墳
群
（
下
戸
山
）
が
造
ら
れ
、
横
穴

式
石
室
の
内
部
に
馬
具
や
武
器
、
装
飾
品
な
ど
多
彩

な
副
葬
品
が
納
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
栗
東
中
部
の
丘
陵
端
部
に
あ
る
日
向
山

古
墳
（
六
地
蔵
）、
龍
王
古
墳
（
上
砥
山
）、
金か
な
や
ま山
古

墳
群
（
伊
勢
落
）
が
、
金
勝
山
系
か
ら
連
な
る
丘
陵

部
に
は
春
日
神
社
古
墳
群
（
御
園
）
で
横
穴
式
石
室

が
残
さ
れ
て
お
り
、
各
地
域
の
有
力
者
が
、
平
野
部

を
望
む
場
所
に
古
墳
を
造
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

『
栗
東
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
』（
令
和
４

年
作
成
）
で
設
定
し
た
、
関
連
文
化
財
群
の
中
か
ら
、

今
回
は
栗
東
の
古
墳
時
代
（
３
世
紀
～
７
世
紀
）
の

ス
ト
ー
リ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
、
日
本
各

■
和
田
古
墳
群
と

　
出
土
文
化
財
セ
ン
タ
ー

出
土
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、

出
土
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、

88
月月
2222
日
㈮
～

日
㈮
～
2424
日
㈰
日
㈰

｢｢

子
ど
も
考
古
学
体
験
」
を
実
施

子
ど
も
考
古
学
体
験
」
を
実
施

し
、
展
示
室
を
公
開
し
ま
す
。

し
、
展
示
室
を
公
開
し
ま
す
。

詳
細
は
「
お
知
ら
せ
版
」

詳
細
は
「
お
知
ら
せ
版
」

４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
栗
東
の
歴
史
文
化
ス
ト
ー
リ
ー（
Ⅰ-

Ｂ
）

歴史文化の特徴 テーマ 関連文化財群（ストーリー）

原始・古代から現代まで
交通の結節点

テーマⅠ 
材が織りなす繁栄

Ⅰ－Ａ栗太の小国の誕生
Ⅰ－Ｂ躍動する古代豪族
Ⅰ－Ｃ古代近江の要

奥深い山から扇状地ま
で、変化に富んだ地形に
展開する豊かな歴史文化

テーマⅡ 　
山の祈りと業（なりわい）

Ⅱ－Ａ金勝の神仏の風

Ⅱ－Ｂ山の暮らしと神まつり

原始・古代から現代まで
交通の結節点

テーマⅢ 　
まじわり・にぎわい・結び

Ⅲ－Ａさまざまな争乱
Ⅲ－Ｂ東海道と中山道

奥深い山から扇状地ま
で、変化に富んだ地形に
展開する豊かな歴史文化

テーマⅣ 　
川と水が紡ぐ村々

Ⅳ－Ａ水でつながる大宝神社圏
Ⅳ－Ｂ野洲川と耕地
Ⅳ－Ｃ金勝川と葉山川

栗東の関連文化財群
歴史文化要素を、歴史的な性格や位置づけに応じて、周辺の環境を舞台に一体的・総歴史文化要素を、歴史的な性格や位置づけに応じて、周辺の環境を舞台に一体的・総
合的にとらえたものを関連文化財群とします合的にとらえたものを関連文化財群とします

▲日向山古墳の横穴式石室▲日向山古墳の横穴式石室▲椿山古墳▲椿山古墳

◀︎笠形木製品◀︎笠形木製品

▲椿山古墳のイメージ▲椿山古墳のイメージ
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美味い!みごとな料理　上手い!たくみな技術　旨い!くらしの知恵　栗東といえば 馬!
まちの「うまい！」を紹介します

令和6年度　人権啓発作品
優秀賞　差別とは　意識しないと　なくせない

磨
み が

いた蹄
て い て つ

鉄　「お守り」に

楽しみ方がいっぱい「栗東いちじく」

　観音寺地区にある社会福祉法人パレッ
ト・ミルは、障がいのある人が自立して
働けるよう支援する施設で、約80人が就
労しています。作業内容は木製荷台やコ
ンテナケースの選別・組み立て、発泡ス
チロールの再資源化などで、注目は競走
馬の蹄鉄の仕立て直しです。ＪＲＡ栗東ト
レーニング・センターから蹄鉄を譲り受け、
磨いて「お守り」として販売しています。
　蹄鉄は中世の欧州では「厄よけ」とされてきたことから製作が始まり
ました。2～３週間で交換される使用済みの蹄鉄を水に漬け、溝や穴か
ら土や草を取り除き、ワイヤーブラシでひたすら磨く。馬のひづめの形
で作られる蹄鉄は同じ形がなく、オンリーワン。作業者が心を込めて磨
く音が室内に響いていました。
　「馬のまち」をPRする本市のふるさと納税の返礼品に採用され、人気
です。道の駅こんぜの里りっとう、パレット・ミルのホームページでも
購入できます。

社会福祉法人パレット・ミル

栗東いちじく

社会福祉法人パレット・ミル
問観音寺139
   TEL558-4500  ＦＡＸ558-4522　　
　https://palletmill.jp 
　E-mail：info@palletmill.jp※蹄

ていてつ
鉄　馬の蹄（ひづめ）がすり減らないように装着する道具

　今年も「栗東いちじく」の季節がやってきました。
そのまま食べてもおいしいのですが、さまざまな加工品に使用されてい
て、生食以外にもいろいろな形で栗東いちじくを楽しむことができます。
　定番のジャムやワイン煮、アイスクリームをはじめ、お菓子やケーキ
などにも栗東いちじくが使用されています。
　市内の店舗などでフィナンシェやプリンなどに加工
して販売され、ケーキは、近隣市でも販売されています。
　加工品の中にはインターネットで購入することが出
来るものもあるので、チェックしてみてください。
　また、「栗東いちじく」は今年6月、特許庁の商標に登録されました。
　本市を代表する健康・安心な農産物のブランド力の向上が期待でき
ます。

問農林課 農政係
　TEL551-0124 ＦＡＸ551-0148
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077-552-1221 (代 )

担当：済生会滋賀県病院 経営企画課

詳細は当院HPや公式SNS等をご確認ください。

最新の情報を発信しています！
catalog pocket

カタログ      ポケット

"Ritto Public Relations" 
is now available in 10 
languages

広報りっとうが 10 言語で読める・聞ける！

YoutubeFacebook Yahoo!くらしLINE

◦人口 70,211人(+38)
◦男 　34,898人(+15)
◦女 　35,313人 (+23)
◦世帯  30,441世帯（＋69）
※（　）前月比

（
７
月
１
日
現
在
）　

人
口
デ
ー
タ

フォトニュースフォトニュース掲載以外のニュースとともに、
より多くの写真が、ご覧いただけます

栗東市ホームページフォトニュース▶

６月12日（市内各所）
　市内各所で 5 月 27 日～ 6 月12 日に「く
りちゃんとゴミ拾い！」を実施しました。
　まちの皆さんからは、「くりちゃん！」「頑張っ
て！」と温かい声をたくさんいただき、くりちゃ
んもスタッフも元気いっぱいで作業すること
ができました。

6月 21日（栗東第一児童公園）
　手形を使って花を描くイベント「手形アート
で花いっぱい」を実施しました。
　大会当日は皆さんで描いた花と、応援メッ
セージが競技会場を彩ります。

　株式会社千商から、企業版ふるさと納税に
よる多額の寄附をいただきました。
　これを受けて、７月10 日に礼状をお渡しし
ました。
　いただいた寄附は「栗東市デジタル田園都
市総合戦略推進計画」に位置付けた事業に
活用させていただきます。

ご寄附ありがとうございます

問シティプロモーション推進課
　TEL551-0641 ＦＡＸ554-1123

国スポ・障スポ目前企画


